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　増大号をお届け致します。今回のテーマは「日常診療に潜むリンパ腫・リンパ増殖性疾患」
です。遭遇する頻度は低いかもしれませんが，診断に苦慮する際には鑑別が重要な疾患で
す。6つの総説を含めて読み応えのある特集になっておりますので，日常診療に是非お役立
ていただければ幸いです。
　前回の編集後記（2023年 6月）で新型コロナウイルス感染症（COVID‒19）に関して，「5
月 8日から，COVID‒19は感染症の 2類相当から 5類に引き下げられました」と記載致しま
した。その後も，8～9月に感染者の数は増えていきましたが，10月以降はまた少し減って
きたようです。まさにウィズコロナ時代の到来と言えるかもしれません。私は 10月初旬に
7回目の COVID‒19ワクチンを接種致しました。また，インフルエンザが例年より早く流行
しているようです。私は 11月初旬にインフルエンザのワクチンを接種する予定です。最近
は学会でも懇親会が開催されるケースが増えてきているようです。基本的な感染対策は続け
ながら，少しずつコロナ禍前の日常生活に戻りつつあるようです。
　話は変わりますが，「アトピー性皮膚炎における生物学的製剤の使用ガイダンス」が日本
皮膚科学会雑誌の 2023年 7月号に掲載されました。日本皮膚科学会アトピー性皮膚炎・蕁
麻疹治療安全性検討委員会で作成しました。Interleukin（IL）‒4や IL‒13は 2型の炎症反応に
関与し，アトピー性皮膚炎の病態に重要な役割を果たしています。また，IL‒31はアトピー
性皮膚炎の瘙痒に関与することが知られています。アトピー性皮膚炎に対する生物学的製剤
としては，2018 年に IL‒4受容体抗体であるデュピルマブが，2022 年に IL‒31受容体抗体で
あるネモリズマブと IL‒13抗体であるトラロキヌマブがアトピー性皮膚炎もしくはそれに伴
う瘙痒に保険適用されました。アトピー性皮膚炎に使用可能な生物学的製剤にはそれぞれ特
徴があり，薬剤選択にあたって考慮すべき点としては，薬剤の効果，安全性，対象患者の年
齢，用法・用量などがあげられます。本ガイダンスは，アトピー性皮膚炎の診療に精通した
皮膚科専門医が，個々の患者に応じてそれらの複数の要因を勘案し，生物学的製剤を適正に
使用することを目的として作成されました。ご参考にしていただければ幸いです。
 （佐伯秀久）
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